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第１１回:確率

✓確率
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●確率:確率は起こりうる可能性のパターン数を考える問題です。どれだけ
のパターンがあるかを示したものです。起こりうるパターンを計算
するために「順列」「組み合わせ」をしっかりと復習しておきましょう。

◆解き方とポイント

特定の結果が起こる確率は、
特定の結果のパターン数はパターンを書き出したり、順列や
組み合わせの公式から求めたりしましょう。
例えば、「おみくじで大吉を引く確率は１５％」といった時には
試しにおみくじを引いてみたら、そのうち、１５回が大吉に
なるということを意味しています。

おみくじで大吉を引いた数

おみくじを引いた数

１５回

１００回
大吉を引く確率＝ ＝ ＝１５％

イラスト引用：https://japaclip.com/omikuji/
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確率問題でよく問われるものを確認しておきましょう。

■「和の法則」

Ａが起きる確率 ＋ Ｂが起きる確率 ＝ ＡまたはＢのどちらかが起きる確率

■「積の法則」

Ａが起きる確率 × Ｂが起きる確率 ＝ ＡとＢが一緒に（同時に）起きる確率

■余事象 ⇒ 「少なくとも」

１－Ａが起きる確率 ＝ Ａが起こらない確率
１－ＡとＢの両方とも怒らない確率 ＝ ＡとＢのどちらかは起きる確率
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例題

サイコロを振った時に偶数の目が出る確率はいくらか。

Ａ Ｂ Ｃ

Ｄ Ｅ Ｆ Ａ～Ｅのいずれでもない

１
２

１
３

１
４

１
５

１
６

①偶数の目は、２、４、６の３つ。

➁サイコロの目は、１～６の６つ。これが「すべての数」（分母）。

③「起こり得るすべての数」（分子）は、①の３つなので、 ＝
３
６

１
２

答え Ａ
１
２
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練習問題

（１）種類の異なるコインを４枚同時に投げるとき、少なくとも１枚は表が出る確率は
いくらか。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ａ～Ｇのいずれでもない

１
４

１
１６

１
２

１５
１６

１
８

７
８

３
４

①「少なくとも」⇒余事象なので、「１－全く表が出ない確率」＝答えの確率
➁「すべての場合の数」（分母）は、表裏２種類のコインを４回投げる⇒２⁴＝１６
③１枚も表が出ないのは、「裏・裏・裏・裏」の１パターンのみ。
これが、「起こり得る場合の数」（分子）

④１－ ＝
１
１６

１５
１６

答え C
１５
１６
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練習問題

（２）大小２つのサイコロを同時に投げた時、同じ目が出る確率はいくらか。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ａ～Ｇのいずれでもない

１
１８

１
３６

２
９

１
１２

１
６

１
４

１
９

①「すべての場合の数」（分母）は、サイコロ２つなので、６つの目×６つの目＝３６通り
➁同じ目⇒（１，１）（２，２）（３，３）（４，４）（５，５）（６，６）の６パターン。
「起こり得るすべての数」は、６通り。

③ ＝６
３６

１
６

答え Ｅ
１
６
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練習問題

（３）大小２つのサイコロを同時に投げた時、目の積が６になる確率はいくらか。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ａ～Ｇのいずれでもない

１
１８

１
３６

２
９

１
１２

１
６

１
４

１
９

①「すべての場合の数」（分母）は、サイコロ２つなので、６つの目×６つの目＝３６通り
➁目の積が６になるのは、（１，６）（６，１）（２，３）（３，２）。
「起こり得るすべての数」は、４通り。

③ ＝４
３６

１
９

答え Ⅾ
１
９


